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1． 装 置 概 要 （図 1）

　Spectra は遠心分離法 を用 い た，運続血液処 理方式

の 装置 で あ る．

　本装置 は，供 血 者 ま た は 患者 の 血 液 を専用 デ ィ ス ポ

ーザ ブ ル 回路を 通 し て装置 内を循環 （図 2）さ せ ，遠心

器 内で 比重差に よ り血液成分 ご と の 層 を 形成 し，この

中か ら必要な 血液成分を採取 ま た は除去 し，残 りの 血

液成分は 返血 す る．こ の
一

連の行程を連続的に行 う こ

とに よっ て体内循環血液量 を殆 ど変 えず に 安全 な ア フ

ェ レ シ ス が 行 え る．

　 また，操作方法 に 日本語 メ ッ セ
ー

ジ に よ る 対話方式

を使用 して い るた め ， 専用 回路 の 取付け か らプ ラ イ ミ

ン グ（生 理 食塩水 に よ る 回路充填），血 液成分採取，返

血 と い っ た 手順が器械の 自動制御 と共 に安全 に H．つ 簡

便 に 行 うこ とが で き る．

2．使　用　 目　 的

　末梢血幹細胞採取 ，リ ン パ 球，顆粒球採取 ， 骨髄液

濃縮処 理 （赤血 球 除去 ），血 小板採取 ， 血漿交換 ， 赤血

球交換．

3．特 徴

・短時間で の 血液成分分離処理 が 可能 ：安定し た 遠

心分離処理方式 に よ り ， 必 要な血球細胞は 短時間

で採取が可能で あ る．独 自の 遠心器設計で 処理 中
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図 1 全体図
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図 2 回路図
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図 3　骨髄 液 濃縮処理 セ ッ ト

図 4 ス ペ ク トラ ・カ ラ グ ラ ム

の 音は極め て 静 か で あ る．

・血液処理中に採取物の 細胞 カ ウ ン ト，チ ェ ッ クが

常時可能 で あ る ：採取物が 遠心器 の 外 に 集め ら れ

るた め に ，血液処理中に 採取状態を確認す る こ と

が ・∫能で あ り，そ の 結果を も と に い つ で もそ の状

態を補正 す る こ とが で き る。即 ち データ を常 に 安

定 させ る こ とが で き ， PBSCC （末梢血 幹細胞採 取）

等の失敗が な い ．
・m 小 板採取 も同様に他血球 （リ ン パ 球） の 混入 が

極め て 少 な い ．
・骨髄液濃縮処理 専用プ ロ グ ラ ム ：骨髄液専用 の 回

路 （図 3）と専用 プ ロ グ ラ ム を設定．簡便且 っ 安 全 ，

無菌的に （約 1時間処理）濃縮 ， 赤血球除去 ， 血

単核 球 1幹 翩胞 ｝

　 ▲

　 　 film球

　 　 ▲　 血漿 　　皇血

　 　 　 　 4 ム

図 5　白血 球分 離層

漿除去等が行 え る．細胞 の ロ ス は少 な く回収率良

　く採取 で き る．

・ス ペ ク トラ カ ラ グ ラ ム （図 4）を使用す る と採取物

へ の 赤血球混入 が一
目で わ か る．

・ス ペ ク トラ サ
ー

モ （血液加温器 ），シ
ー

ル セ ーフ （チ

　ュ
ーブ シ

ーラー
）等 の オ プ シ ョ ン が あ る．

4． Spectra に よる末梢血幹細胞採取手順

1）　 白血球採取専用 デ ィ ス ポーザ ブ ル を器械 に 装着

　 し ，
プ ラ イ ミ ン グを行 う．患者 の デ ータ を入力 し，

　採血側，返 血側それ ぞれ の ラ イ ン を確保 す る．

2） 継続 キ
ー

を押 し，処理 を開始 す る．最 新の バ ー

　ジ ョ ン 4 で は，ク イ ッ ク ス タ
ート機能が 新し く加

　わ っ た為，迅速且 つ 自動的 に 遠心器 チ ャ ネル 内の

　 イ ン ター
フ ェ イ ス （分離層）を形成す る。こ の 問，

　各 ポ ン プ ス ピー
ドは自動的 に 制御さ れ る．

3） 幹細胞採取開始 ：あ る一
定 の 血 液 が 処 理 さ れ る

　 と，クイ ッ ク ス タ
ー

トは終了 し ， こ の 時点で 器械

　 は 自動 的 に バ ル ブ を開 き 幹 細胞 の 採 取 を 開始 す

　 る．

4）　微調整 ：患者 の 状態や ， 入力データ の誤差に合

　 わ せ る た め に カ ラ グ ラ ム を用 い ，採取 さ れ て い る

　色をチ ェ ッ ク す る．調整 が 必 要な場合 は
， 白血 球

　の 分離状 態 （図 5）を見 な が ら血漿 の ポ ン プ ス ピー

　 ドを上下 させ る．

※ こ の 調整 が 可能 で あ る こ と は，幹細胞採取 の デー

　 タの 安定 に つ な が る．

5） 終 了 ：血液処理量 が 目標値 に 達す る と リ ン ス バ

　 ッ ク （回路 内 の 返血）又 は更 に 継続処理 を行う か

　表示 さ れ る，後 は 器械 の 日本語 メ ッ セ ージ に 添 い

　 なが ら操 作 を行 う．
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